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3. 研究概要 

  緑内障患者における網膜血管径の変化 

 （背景） 

 網膜血管は，人体で唯一，直接肉眼で確認できる器官であり，あらゆる疾患において

最も影響が出やすい細小血管に分類され，眼疾患にとどまらず全身疾患に伴う血管変化

を直接観察することができる。緑内障は視神経が障害されることにより視野の障害をき

たす疾患であり，加齢と共に有病率が増加し，近年ではアルツハイマー病などの脳血管

疾患との関連が指摘されている。以前までは，緑内障の原因として，眼圧上昇に伴う機

械的圧迫による視神経障害が考えられていたが，近年，日本人の緑内障患者のほとんど

が正常眼圧であり，眼圧以外の要因が緑内障の発症に関与している可能性が大きくなっ

た。その一つとして眼血流因子が注目されている。これまで, 蛍光眼底造影写真撮影や, 

超音波カラードップラー法によって評価されてきたが, 眼血流の評価を正確にするこ

とは難しかった。近年, 半自動的に眼底写真から簡便にかつ定量的に網膜血管径を計測

することができるソフトウェアが開発された。これまで，網膜血管径を定量的に測定す

ることにより，正常人に較べ緑内障患者において網膜血管径が狭細化することが報告さ

れており，網膜血管の狭細化が緑内障の原因もしくは結果であることが予想されている。 

 （目的） 

 これまでの網膜血管径と緑内障の関連についての報告は，正常人と緑内障患者との個

体間での比較であり，年齢・性別・既往歴等の個体差を補正しないといけないため，結

果が修飾される可能性がある。そこで、緑内障患者の左右眼で同一個体内の比較するこ

とにより，個体差を補正する必要が無く，緑内障の進行が網膜血管径にどのような変化

を及ぼすかがより正確に評価することが出来る。本研究の目的は，原発開放隅角緑内障

(POAG)の視野がより進行した眼 (進行眼)と進行が少ない眼 (対照眼) の網膜血管径お

よび緑内障関連パラメーターの比較を同一個体内で行うことである。 



（方法） 

 対照は，島根大学附属病院眼科を受診した POAG 患者で，左右の緑内障進行度に規

定の基準を満たす差のある連続症例 40 人（男性 22 人，女性 18 人）。眼底写真上で，

IVAN Software を用いて網膜動脈血管径（CRAE），網膜静脈血管径（CRVE），網膜動静

脈比（AVR）を，CDSketch を用いて乳頭陥凹／垂直乳頭径（C/D）比を測定した。視力，

等価球面度数, 眼圧，視野 MD 値，視神経周囲および黄斑周囲網膜神経線維層厚，フレ

ア値，角膜内皮細胞密度，を診療録の記載より調査し，両眼比較を行った。 

（結果） 

進行眼では，眼圧，C/D 比が有意に高値（P<0.01），視力，CRAE, CRVE, MD 値，視神

経周囲・黄斑周囲網膜神経線維層厚が有意に低値（p<0.01）であった。CRAE は C/D 比

（負），MD 値（正），CRVE（正），AVR（正），視神経周囲・黄斑周囲網膜神経線維層厚

（正）と, CRVE は MD 値（正），黄斑周囲網膜神経線維厚（正），AVR（負），C/D 比（負）

と有意に相関した（p<0.01）。 

（考察） 

 緑内障が進行するほど，垂直視神経乳頭陥凹比が増大し，網膜厚が薄くなり，網膜血

管径が狭細化することがわかった。また，網膜厚と網膜血管径と視野進行度がそれぞれ

正の相関関係を示したことから，網膜血管径が網膜の構造変化および機能変化とパラレ

ルに変化することがわかった。 

（結語） 

網膜血管径は，緑内障進行度に関連するパラメーターである。 

 

4．学会機関誌もしくは学会への関連論文（演題）発表状況 

（1）高井 保幸ら：原発開放隅角緑内障眼における緑内障進行度と網膜血管径の関連 
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図 1．緑内障患者の眼底写真：緑内障進行眼（右眼）で網膜動脈・静脈の狭細化がみら

れる。 

 

 

 



表 1．進行眼と対照眼の比較 

 

表 2．各パラメーター間の相関 

 


